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町民文化祭
スポーツ奨励賞

 田中さとみ（テニス）
 町中　江介（陸上競技）
 （野球）

文化功労賞  上野　修平・中田　昇吾
佐藤　　明（版画）  （バスケットボール）
根岸　勇蔵（文化振興）  秋庭慎太郎・川原堅三郎

文化奨励賞  中崎　隆成・小林　大輝
細越千恵理（音楽）  佐々木勇太・千葉　洸太
金沢このみ（音楽）  長根山雅人・小向　悠介
鹿原明日美（音楽）  島守　教成・林　　大貴
栗村つかさ（音楽）  木村　宣象・工藤　真大
鹿島愛里沙（音楽）  上坂　翔馬・山本　尚生
濱荒津將税（短歌）  大下友太郎・小泉　僚汰
椛沢　勇登（美術）  （新体操）

スポーツ功労賞  小野　結香・浜道　真由
竹内　和香（陸上競技）  （陸上競技）
坂下　健聖（レスリング）  村井美紗希・木村　彩香
中居　千弘（ソフトボール） 木村　藍花・上野　莉歩
村岡　明穂（ソフトボール） 桑田　翔平・高屋敷航大

 佐々木恒太

文化賞・スポーツ賞
受賞者

文化賞・スポーツ賞
受賞者

（敬称略）

咲かせよう
学びの花
日頃の学習の成果を
発表しました

幼児学芸発表会
元気いっぱい踊る中央保育園園児

技が決まる度に観客から大きな拍手
成蹊拳舎臥龍館のみなさん
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1　消防展で、救命措置の仕方を学ぶ子どもたち。
2　チャレンジランキングで盛り上がった、子ども会
　　リーダーズクラブ「ポップコーン」による子ども
　　ひろば。
3　たくさんの品物がならんだ社会福祉協議会
　　チャリティバザー。
4　階上早生手打そば愛好会会員の指導を受けながら、
　　そば打ち体験をする来場者（赤保内）。
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第31回階上

日頃の練習成果を披露
央吟会階上詩吟クラブ

小中学校児童生徒作品展
子どもたちの素晴らしい作品の数々に思わず足がとまる

つなげよう
心と心
多くの町民が
ふれあいました

1

2

3

4
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30 年以上にわたる役員永年勤続者として
特別表彰を受ける藤田テイ子氏

長年の活動が認められる　青森県褒賞受賞

・・・・・・・・・・・はしかみ Hot ！ニュース

　平成 20年度の青森県褒賞式が 11月 19 日、青森市で開かれ、本町か
らは嶌守文雄さん（83才・追越）が受賞されました。
　現在まで約 40年にわたり、統計調査員として国や県の統計業務に尽力
され、統計思想の普及に貢献したことが認められての受賞となりました。
嶌守さんは「長い間役場の業務に携わり、貢献できてうれしい。当時の担
当者・関係者にも感謝したい。これからも元気な限り協力できることはし
ていきたい」と喜びを語ってくださいました。長年の活動に敬意を表しま
す。受賞おめでとうございました。

30年の節目　第30回階上町社会福祉大会

　11 月 22 日、ハートフルプラザ・はしかみにおいて、第 30 回階上町
社会福祉大会が開催され、関係者ら約 240 名が、社会福祉協議会法人化
30年という節目の大会を祝いました。
　式典では、大会長である河内宏心社会福祉協議会長が「町民の皆さんに
支えられながらの 30 年だった。今後も信頼と誠実をもって、より一層町
民の福祉向上、地域づくりをしていきたい」とあいさつ。本町の社会福祉
活動に長年貢献された方々を始めとする特別表彰など、104 名の方々に
表彰状、感謝状が贈られました。

地域女性リーダーが集う　三八地域女性育成研修会

　11月 25 日、ハートフルプラザ・はしかみにおいて、三八地
域女性育成研修会が開催されました。青森県地域婦人団体連合会
らが毎年各地区で実施しているもので、三八管内の婦人会会員約
170名が参加し、講演や寸劇を通して研修しました。
　「すばらしい少年達との出会い」と題した講演では、青森少年
院篤志面接委員の伊藤恵美子氏が、罪を犯した少年少女たちとの
関わりや自身の生い立ち、子育てを通して「何があっても大丈夫、
周りが支えてくれるという安心感のある地域を皆さんで作ってほ
しい」と話し、参加者は真剣な表情で聞き入っていました。

「女性の資質を高め、自ら楽しむ婦人会活動」をテー
マに行われた研修会

ボディーパーカッションで来場者も演奏に参加。曲に
まつわるお話や体験コーナーなどもあり、演奏者を身
近に感じたコンサートとなった。

本物の音楽に酔いしれる　ふれあいコンサート

　11 月 29 日、ハートフルプラザ・はしかみにおいて、学
びの王国！はしかみキャンパス公開講座「ふれあいコンサー
ト」が行われ、町内外から集まった約 250 名の参加者が、
素晴らしい演奏に酔いしれました。
　演奏をしたのは吉田恭子さん（ヴァイオリン）、白石光隆
さん（ピアノ）、渡部玄一さん（チェロ）で、ふれあいトリ
オとして全国各地で演奏活動を展開しています。
　また、前日には赤保内小学校と道仏小学校を訪問し、演奏・
体験を通して子どもたちとふれあう「ふれあいプログラム」
も行われ、「感動」と「ふれあいの輪」が広がりました。
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e-Tax 利用開始までの流れ

住民基本台帳閲覧状況（平成19年11月1日～平成20年10月31日）
住民基本台帳法では、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況の公表を規定しています。
本町での閲覧状況は以下のとおりです。

申出者の氏名 利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧にかかる住民の範囲

株式会社日経リサーチ
代表取締役社長
園本雄司

「平成 19年度国民生活選好度調査」対象者
抽出のため
（内閣府国民生活局からの委託）

平成19年
11月26日

大字道仏字上久保･字蓬窪
･字鹿糠・字大蛇長根・字
天当平　15歳以上 80歳
未満の男女 28名

社団法人中央調査社
会長 若林清造

「飲酒と生活習慣に関する調査」対象者抽出
のため
（独立行政法人国立病院機構久里浜アルコー
ル症センターからの委託）

平成20年
6月13日

蒼前西三丁目
満 20歳以上の男女 25名

社団法人中央調査社
会長 中田正博

「第 7回生活と意識についての国際比較調
査（JGSS-2008）」対象者抽出のため
（大阪商業大学 JGSS研究センターからの委託）

平成20年
9月25日

大字角柄折字大渡
20歳以上 89歳以下の男
女 15名

【問い合わせ】町民課戸籍住民グループ　☎ 88-2119

e-Tax とは？
インターネットを利用し
て申告、申請・届出等がで
きる便利なシステムです。

＊平成 21 年 1月 5日から 3月 16 日までに e-Tax で確定申告した場合です。
＊その年分の所得税額を限度とします。
＊平成 19 年分の確定申告で、この税額控除の適用を受けた方は対象外です。

e-Tax で平成 20 年分の確定申告をすると、最高 5,000 円の控除！

電子証明書を取得して電子証明書を取得して
　e-Tax を利用しませんか　e-Tax を利用しませんか
電子証明書を取得して
　e-Tax を利用しませんか

【問い合わせ】
町民課戸籍住民グループ

☎ 88-2119
町民課税務グループ

☎ 88-2129

開始届出書を税務署へ提出、e-Tax ソフトのダウンロード、初期登録作
業を行い利用開始！

（パソコンの設定が昨年よりも大幅に簡単になりました！）

電子証明書とは？
　e-Tax のような国や地
方の各行政機関が提供して
いるインターネットを通じ
たオンライン手続において
本人確認をするため、住基
カード内に保存される情報
です。
　他人による「なりすまし」
や「データの改ざん」を防
ぎ、オンライン手続を安全
に行うことができます。

電子証明書を取得する
（取得はお早めに！）

必要機器を準備する
①パソコン
② ICカードリーダライタ

①まずは町民課窓口へ。
②住基カードの交付及び電
子証明書発行申請をします。

発行手数料
各 500円（住基カード・電子証明書）

顔写真付きの証明書
（運転免許証、パスポートなど）

持参するもの

＊インターネットに接続されたパソコ
ンが必要です。
＊ IC カードリーダライタは家電量販
店やインターネット販売などで 2,500
～ 4,000 円程度で購入できます。
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除雪作業にご理解ご協力を！
　町では、冬期間の交通確保のため、12月から３月まで除雪を行います。
　毎年作業のスピード化を目指していますが、路線延長の増加に伴い除雪
が遅れるなど、町民の皆さんにご迷惑をおかけする場合もあります。
　除雪がスムーズに行われるよう、次の事項に注意し、除雪作業にご理解
とご協力をお願いします。

【問】産業建設課
　土木建設グループ
　　　　　☎ 88-2118

＊道路にはみ出た枝は、地権者が責任をもって処理
してくださるようお願いします。

＊緊急時は承諾なしで処理する場合もありますの
で、地権者各位のご理解をお願いします。

除雪計画連絡系統図

町　　民

行政委員
（区長）

産業建設課

区長に情報提供

役場・業者への連絡
地区の現状把握

☎ 88－ 2118
（直通）

路上駐車は絶対しないでください。

除雪車の 30m以内に近寄らないでく
ださい。

道路に雪を捨てないでください。

車を運行できない場合は赤旗を！

・路上で自動車等が故障し、運行できなくなっ
た場合は、目印に赤旗を立ててください。

障害物には目印を！

・浸透枡などの障害物がある場合はあらかじめ
目印となるポール等を立ててください。

除雪後の各戸出入口は、各自で除雪し
てください。

区長及び担当業者一覧 ■除雪情報は各地区区長までご連絡ください。
■町内を 26地区に分け業者委託により除雪を実施します。

行政区名 行政委員（区長 ) 担当業者名 行政区名 行政委員（区長 ) 担当業者名
小舟渡 濱浦　清志 沼　 建 設 赤保内 鹿糠　　稔 ㈲坂建設工業
駅　前 中田　　功 沼　 建 設 ㈱ 山 道 建 設
榊 川向　由蔵 沼　 建 設

野場中 上重　一男
㈱北日本サービス

大　蛇 中田　兼雄 葛 巻 建 設 ㈲ 共 栄 舗 道 ㈱
追　越 中島　豊美 葛 巻 建 設 ㈲ 新沼舘建設運輸

荒　谷 上山　清治
木 村 建 設

蒼　前 一戸　重明
㈲ は ま や

葛 巻 建 設 ㈲ 新沼舘建設運輸
㈲ 角 地 住 設 ㈲ 森 工 務 店

道　仏 大久保正彦
㈲木村工務店

石　鉢 神成　信俊
共 栄 舗 道 ㈱

㈱ 山 道 建 設 下 平 建 設 ㈲
木 村 建 設 ㈲ 森 工 務 店

耳ケ吠東 西田　和雄

㈲ 角 地 住 設 鳥屋部 田中　武志 房 間 建 設
荒 谷 電 気 角柄折 沼　徳三郎 ㈱ 松 川 建 設
㈲泉山建材運送 金山沢 松倉　長一 ㈱ 松 川 建 設
㈲ 白 座 建 設 ㈱ 横 町 建 材

耳ケ吠西 吉田　春泰
㈲ 角 地 住 設 平　内 鳩　　文男 大 前 建 設
㈲ 白 座 建 設 晴山沢 小出　光一 長 根 建 設 ㈱
㈲坂建設工業 田　代 髙橋　一郎 ㈱北日本サービス

連絡・指示

連絡・指示
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【問い合わせ】保健福祉課健康増進グループ
☎88-2219

婦人がん検診を
　　受けましょう

子宮がん検診子宮がん検診
　子宮の入り口にできる子宮頸

けい

がんは、主にヒト・
パピローマウイルス（HPV）というウイルス感
染が原因でひきおこされるがんです。性交渉によ
り感染するため、20 ～ 30 歳代に急増している
といわれています。
■対　　　象　20 歳以上の女性
■自己負担額　500円
■検 診 内 容　問診・内診・細胞診
■そ　の　他
・卵巣がん検診（健診センターでは 1,050 円、
医療機関では異なる場合があります）も同時
実施できます。

・40 歳以上の方は、検診時、健康手帳を持参
ください。（手帳は、保健福祉課、健診センター
で交付）

乳がん検診乳がん検診
　乳がんは、性ホルモンであるエストロゲンの働
きが関わっているとされており、30歳代から増
加し始め、50歳前後にピークを迎えます。近年
は、乳がんにかかる人が増加しているといわれて
います。
　マンモグラフィ（乳房専用のX線撮影）では、
触診ではわからないような小さながんも発見でき
ます。
■対　　　象　30 歳以上の女性
＊ 40歳以上で偶数年齢の方は、医師の診察に
加えマンモグラフィを実施します。

■自己負担額　500 円
（マンモグラフィの実施の有無を問わず）
■実 施 機 関　八戸市総合健診センター（予約制）

☎ 45-9131
＊医療機関では、階上町の乳がん検診を実施し
ていません。

■実施機関
受診の際は「階上町の子宮がん検診を受けたいの
ですが」と申し出て下さい。

実施機関名 電話 備考
八戸市総合健診センター 45-9131 予約制
一松堂医院 22-0025

診療時間
内に実施

兼田産婦人科内科医院 44-2251
熊谷産婦人科眼科医院 72-1111
倉本クリニック 73-2399
斉藤ウイメンズクリニック 22-4103
すわクリニック 47-3636
苫米地レディースクリニック 47-5651
西村産婦人科クリニック 22-3901
八戸クリニック 22-7725
八戸赤十字病院 27-3111

★お知らせとお願い★

・子宮がん検診のみ希望される方は、できる
だけ医療機関を利用下さい。

・２月に健診センター階上優先日を設けます。
（１月広報で日程をお知らせします）

早期発見・早期診断早期発見・早期診断
　早期治療が大切です　早期治療が大切です
早期発見・早期診断
　早期治療が大切です



活
性
化
の
核
は 

地
域
に
住
む
人

　
　
　

～
学
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

㉓

階
上
町
長　

浜
谷
豊
美

　

先
月
、
八
戸
市
で
相
互
の
教

育
・
研
究
の
推
進
と
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
で

「
八
工
大
・
八
戸
大
・
八
戸
高
専

学
術
交
流
協
定
締
結
１
周
年
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、「
起
業
に
よ
る
地
域
活

性
化
と
高
等
教
育
機
関
の
役
割
」

と
い
う
基
調
講
演
を
さ
れ
た
北
城

恪
太
郎
氏
（
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
㈱
最
高

顧
問
）
の
話
の
中
か
ら
い
く
つ
か

紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
、
日
本
経
済
の
課
題
は
、

人
口
減
、
財
政
（
借
金
）、
労
働

生
産
性
、
教
育
、
環
境
問
題
等
を

ど
う
克
服
す
る
か
に
あ
る
。
ま
た
、

現
在
膨
大
な
長
期
債
務
残
高
が
存

在
し
、
公
共
事
業
と
減
税
を
ど
う

す
す
め
る
か
。

　

次
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
中
で
、
中
国
・
イ
ン
ド
が
め

ざ
ま
し
く
台
頭
し
て
き
て
い
る
。

２
０
２
０
年
に
中
国
が
日
本
を
、

２
０
３
３
年
に
イ
ン
ド
が
日
本
を

○
中
央
公
民
館
（
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
）

☎
（
８
８
）
２
５
２
２

　

聖
夜
に
起
こ
っ
た
、
人
形
と
魔

法
の
ふ
し
ぎ
な
物
語
。

　

ロ
シ
ア
生
ま
れ
の
画
家
に
よ

る
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
華
や
か
な
絵

が
魅
力
的
な
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
お

す
す
め
の
絵
本
。

　
　○

道
仏
公
民
館

☎
（
８
９
）
２
１
１
０

　

い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
、
懐
か

し
い
あ
の
街
、
あ
の
風
景
…
。
激

変
す
る
ふ
る
さ
と
の
す
が
た
を
、

年
代
を
へ
だ
て
た
対
比
写
真
で
一

目
瞭
然
に
！

○
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館

☎
（
８
０
）
１
６
７
１

　

身
近
に
使
っ
て
い
る
「
重
い
・

軽
い
」
な
ど
と
い
う
こ
と
ば
は
、

ひ
と
つ
の
表
現
で
も
あ
り
ま
す
。

面
白
い
事
実
を
紹
介
し
な
が
ら
人

間
の
考
え
へ
と
私
た
ち
を
導
い
て

く
れ
る
絵
本
で
す
。（
全
10
巻
）

■
本
を
借
り
る
に
は
図
書
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
そ
の
場
で
発
行
で

き
ま
す
の
で
身
分
証
明
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。（
発
行
無
料
）

図
書
室
だ
よ
り　

今
月
の
お
す
す
め
本

図
書
室
だ
よ
り　

今
月
の
お
す
す
め
本

図
書
室
だ
よ
り　

今
月
の
お
す
す
め
本

■貸出時間■

○中央公民館
　9〜19時（月〜土、日・祝日）

○道仏公民館
　9〜17時（月〜金）
　※土曜は15時まで

○石鉢ふれあい交流館
　9〜19時（火〜土、日・祝日）

「ニラムおじさんのくらべてみよう」
本田睨　文

農文協

こころ豊かなケアの実践と
人の関わりを大切にする

グループホームゆとり

入居者募集中！
いつでもお気軽にお立ち寄りください
AED設置所（24時間対応可能）

039-1211　三戸郡階上町蒼前東６丁目9-181
TEL・FAX　0178-88-1920

（広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告） （広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告）

「クリスマスの人形たち」
ジョージー・アダムズ文 / カーチャ・ミハイ
ロフスカヤ絵 / こだまともこ訳 / 徳間書店

「八戸・三戸今昔写真帖」
三浦忠司監修
郷土出版社

広報はしかみ　2008・12 �

追
い
越
す
と
も
。
そ
し
て
２
０
４

０
年
に
は
中
国
が
ア
メ
リ
カ
を
追

い
越
す
と
予
測
さ
れ
る
の
が
脅
威

で
あ
る
。

　

最
後
に
、
こ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
れ
た
。

①
地
域
発
展
の
カ
ギ
は
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
事
業
創
造
か
ら
。

②
景
気
の
厳
し
い
と
き
こ
そ
創
業

の
チ
ャ
ン
ス(

景
気
は
循
環
す
る)

。

③
シ
ェ
ア
ー
は
ア
ジ
ア
へ
、
そ
し

て
世
界
へ
。

　

危
機
の
後
に
は
、
必
ず
明
る
い

時
代
が
来
る
。
こ
れ
か
ら
耐
え
忍

ぶ
だ
ろ
う
１
年
後
に
向
け
て
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
育
成

が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。



階上うまいもん！  豚肉と大根の角煮 只今活動中！　ニットサークル

　

平
成
11
年
に
旧
赤
保
内
連
合

町
内
会
を
三
つ
に
分
割
し
て
で
き

た
比
較
的
新
し
い
地
区
で
す
。
公

共
機
関
、
学
校
、
地
元
企
業
が
あ

り
、
国
道
沿
線
に
は
各
業
界
の
店

舗
が
並
ぶ
な
ど
、
恵
ま
れ
た
生
活

環
境
で
町
の
中
心
地
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。
将
来
に
向
け
て
世
代
間

交
流
を
図
り
、
未
来
に
誇
れ
る
地

域
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

【
健
康
な
地
域
を
め
ざ
し

　

～
ハ
ッ
ピ
ー
は
つ
ら
つ
道
場
】

　

自
分
の
健
康
は
自
分
た
ち
で
守

り
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
ハ
ッ

ピ
ー
に
は
つ
ら
つ
と
楽
し
く
過
ご

す
た
め
の
体
力
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。
活
動
は
、
毎
週
火
曜

日
（
午
前
中
）、
赤
保
内
集
会
所

で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
を
し
て
い
ま

す
。
地
区
外
の
方
も
も
ち
ろ
ん
参

加
大
歓
迎
で
す
。

我 が 地
ま

域
ち

通 信
耳ケ吠西行政区

＜創ろう 未来に誇れる 真心のまち＞
◇地区データ◇
人口1,293人／世帯数442世帯（12月1日現在）
小学校区：赤保内小学校／区長：吉田春泰氏
町の中枢機能が集約された地区に位置し、年々人口も増加
し、町内では比較的若い地区です。

ネットワーク　Network・・・・・・・・・・・

榊行政区
＜榊浜に親しみ、階上岳を眺望できる歴史と誇りのある地域＞
◇地区データ◇
人口571人／世帯数199世帯（12月1日現在）
小学校区：道仏小学校／区長：川向由蔵氏
少子化の傾向は否めず、全体として人口はやや漸減していま
す。海と山のどちらにも近いという絶好の位置にあります。

　

榊
地
区
で
は
、
榊
地
区
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
作
成
の
際
、「
町
内

会
に
公
園
が
全
く
な
い
」「
榊
海

岸
に
あ
る
津
波
記
念
碑
が
荒
れ
放

題
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
が
大
き

な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
津
波
記
念
碑
は
、
明
治
29

年
６
月
15
日
の
「
三
陸
大
津
波
」

で
の
被
害
に
引
き
続
き
、
昭
和
８

年
３
月
３
日
の｢

三
陸
沿
岸
大
津

波｣

で
さ
ら
な
る
大
被
害
を
被
っ

た
た
め
、｢

津
波
の
恐
ろ
し
さ｣

の
後
代
へ
の
警
鐘
と｢

全
国
か
ら

の
厚
恩｣

に
対
し
、
昭
和
８
年
７

月
31
日
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
先
達
の
貴
重
な

る
防
災
意
識
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
た
め
に
も
、
地
区
住
民
で
記

念
碑
の
修
復
と
周
辺
の
環
境
整
備

に
立
ち
上
が
り
、
今
で
は
、
観
光

客
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ハッピーはつらつ道場主催　盆踊り

「編み物大好きぃ～！」な仲間が集まって活動中！

　■活動日　毎週月曜日　13時～ 16時
　　　　　　ハートフルプラザ・はしかみ

　手編みのセーターを着てきた人を見て、「素敵」
「作ってみたいわ」との声があがったことが活動
のきっかけです。活動日は、作品の制作はもちろ
ん、メンバーの作品を見て楽しんだり、わからな
いところを教えあったりしながらあっという間に
時間が過ぎていきます。
　自分で着て、また家族へのプレゼントなど、手作
りのぬくもりを楽し
んでいます。興味の
ある方はお気軽にの
ぞいてみてください。
【問】渡部☎88-3246
作品作りを楽しんでいます

　11月23日、タシロばばちゃのお店の収穫感謝祭
に行ってきました。そこで来場者に配られていたの
が「豚肉と大根の角煮」。
　鍋にたっぷりと入った大根と豚肉にはしょうゆ味
の煮汁がしっかりと染み込み、口に入れると、豚肉
がトロトロッとけていきます。
　仕込みは前日から。最初の段階であくをしっかり
取りながら、しょうゆ、砂糖、酒、みりんなどで
味付けし、長時間か
けてじっくりと煮込
むそう。煮込み用の
大根（おでん大根）
を使用し、味をしっ
かりと染み込ませま
す。
　これからの季節、
お正月にもぴったり
の一品です。

津波記念碑周辺の
草刈風景

広報はしかみ　2008・12�

見た目よりさっぱりとした味わい



　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
「
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
」
を
１
月
９
日
ま
で

に
各
地
区
の
区
長
さ
ん
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
申
請
書
は
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
）。

■
登
載
条
件

　

平
成
元
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
平
成
21
年
１
月
１

日
現
在
町
内
に
住
所
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作

の
業
務
を
営
む
方
。

②
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作

の
業
務
を
営
む
方
の
同
居
の
親
族

ま
た
は
同
居
の
親
族
の
配
偶
者
で

あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
方
。

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作

の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の

組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で

あ
っ
て
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上

耕
作
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
。

■
注
意　

一
反
歩
だ
け
の
耕
作
面

積
で
は
10
ア
ー
ル
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
不
耕
作
の
農
地
は
面

積
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
農
業
委
員
会

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
９
４
６

■
対
象　

介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

で
、
所
得
税
や
町
県
民
税
の
障
害

者
控
除
の
適
用
を
お
考
え
の
方
。

■
控
除
認
定
方
法　

介
護
認
定
情

報
を
基
に
障
害
の
状
況
を
確
認
し
、

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交

付
し
ま
す
。

　

※
交
付
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

※
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
方
は
、
従
来
ど
お
り
申
告
時

に
提
示
す
る
こ
と
で
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
５

　

証
明
書
等
の
申
請
や
各
種
届
出

の
た
め
に
窓
口
へ
お
越
し
に
な
る

際
は
、
必
ず
本
人
確
認
書
類
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人
か
ら

の
委
任
状
お
よ
び
、
代
理
人
の
方

の
本
人
確
認
も
行
い
ま
す
。

■
本
人
確
認
を
実
施
し
て
い
る
届
出
等

・
住
民
票
、
戸
籍
謄
抄
本
の
取
得

・
所
得
証
明
、
資
産
証
明
、
納
税

証
明
等
の
取
得

・
婚
姻
、
離
婚
な
ど
の
戸
籍
の
届
出

・
転
出
、
転
入
、
転
居
等
の
届
出

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

　

町
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
２
９

■
期
日　

①
12
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

②
１
月
17
日
（
土
）

■
時
間　

13
時
～
15
時

■
場
所　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・

は
し
か
み

■
内
容　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ら
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
と
、
お
や
つ
づ
く
り
、
ゲ
ー
ム

■
参
加
費　

一
人
百
円
程
度

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

な
る
べ
く
３
日
前
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
６
９
８

　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
５
２
２

冬
の
お
は
な
し
会

開催します

広報はしかみ　2008・12 10

新年互礼会を開催します
■発起人（順不同）
階上町農業委員会長、階上町教育委員会委員長、階上
町民生委員児童委員協議会長、階上町老人クラブ連合
会長、階上町連合婦人会長、階上町小中学校長会長、
階上町連合ＰＴＡ会長、八戸地区交通安全協会階上支
部長、階上町行政区長会長、八戸広域農業協同組合代
表監事、階上漁業協同組合代表理事組合長、階上町商
工会長、三八地方森林組合副組合長理事、階上町社会
福祉協議会長、階上町消防団長、階上町体育協会長、
階上町文化協会長、階上町食生活改善推進員会長、階
上町赤十字奉仕団委員長

お互いの無病息災とご多幸を祈念し、新年を祝い
ましょう。一般町民どなたでも参加できます。

■日　　時　１月５日（月）、13:30
■場　　所　ハートフルプラザ・はしかみ
■会　　費　男性３千円／女性２千円
■申込方法　自分の所属する団体の発起人（事務局）

にお申し込みください。
　　　　　　一般の方は行政区長、社会福祉協議会、

商工会、農協階上支店、漁協まで会費を
添えてお申し込みください。

■申込締切　12月19日（金）
■そ の 他　当日はチャリティ福祉募金にご協力をお

願いします。

【問い合わせ】
　　階上町社会福祉協議会　☎88-3067

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
載
申
請
を

お知らせ

確
定
申
告
で
障
害
者
控
除

を
ご
希
望
の
方
へ

お知らせ
「
本
人
確
認
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
（
税
証
明
で
も

確
認
が
必
要
で
す
）

お知らせ



　

階
上
町
職
員
組
合
で
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
職
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
変
身
し
、
ご
希
望
の
時
間
帯

に
ご
家
庭
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
届

け
し
ま
す
。

■
宅
配
日
時　

12
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

18
時
～
21
時

■
申
込
締
切　

12
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

※
先
着
50
家
庭

■
お
子
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

佐
京
（
町
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ
内
）

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
４

■
日
時　

１
月
11
日
（
日
）

　

①
９
時
30
分
～
12
時

　

②
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

■
内
容　

工
場
見
学
・
体
験
学
習

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
工

作
）

■
募
集　

１
教
室
に
つ
き
親
子
10

組
20
人
（
小
学
生
以
上
）

■
参
加
料　

無
料

■
持
ち
物　

２
㍑
の
角
形
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
（
キ
ャ
ッ
プ
付
）
１

個
・
１
㍑
の
角
形
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

（
キ
ャ
ッ
プ
付
）
１
個
・
軍
手

■
動
き
や
す
く
多
少
汚
れ
て
も
か

ま
わ
な
い
防
寒
服
を
準
備
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

12
月
20
日
（
土
）
～
１
月
10
日

（
土
）
に
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
へ
。
☎
（
７
０
）
２
３
９
６

　

多
重
債
務
の
苦
し
み
か
ら
、
一

刻
も
早
く
抜
け
出
し
て
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
、
弁
護
士
や

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
と
連
携

し
、
債
務
問
題
の
解
決
に
向
け
た

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

随
時
（
土
・
日
・
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）
９
時
～
17
時

■
協
力
機
関　

青
森
県
、
青
森
弁

護
士
会
、
青
森
司
法
書
士
会

■
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
場
所
】

　

町
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
４

　

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
八
戸

　

相
談
室
（
県
合
同
庁
舎
１
階
）

　
　
　
　

☎
（
２
７
）
３
３
８
１

募集
冬
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク

ル
体
験
教
室

募集
ク
リ
ス
マ
ス
大
作
戦

サ
ン
タ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

　
　
　
　

お
届
け
し
ま
す
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相談
◆
多
重
債
務
◆

借
金
の
解
決
は
必
ず
で
き
ま
す

　合併浄化槽とは、台所やお風呂の生活雑排水を、し尿と合わせて処理できる浄化槽のことです。
　家庭から出る雑排水による水質汚濁を防止するため、国庫補助指針に適合する機能を有する合併処理浄
化槽を設置する人に費用の一部を補助しています。

合併浄化槽設置補助制度をご利用ください

■補助金額と設置可能残数

■この補助制度は数に限りがありますので、定
数に達した場合は締め切らせていただきます。

■申請締切　12月26日まで
■対象地域　町内全域（大蛇地区漁業集落排水

処理区域及び石鉢・赤保内処理区
公共下水道事業認可区域は除く）

■対象建物　専用住宅及び併用住宅。ただし、
単独浄化槽または汲み取り式から
の変換の場合に限ります。（新築
住宅への浄化槽設置は対象外）

詳細は設置前にお問い合わせください
　　産業建設課 土木建設グループ　☎88-2118

募集
平
成
21
年
度
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業

　

地
域
活
性
化
等
を
目
的
と
し
、

住
民
の
創
意
工
夫
で
自
ら
が
共
同

作
業
す
る
事
業
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
事
業　

ソ
フ
ト
事
業
（
原

則
単
年
度
。
た
だ
し
、
広
く
町
民

に
ま
ち
づ
く
り
の
波
及
効
果
を
与

え
る
も
の
に
つ
い
て
は
最
長
３
年

を
限
度
。）

（
例
）
地
場
産
品
を
生
か
し
た
産

業
活
性
化
を
図
る
事
業
。
地
域
の

自
然
や
歴
史
等
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
。
郷
土
芸
能
を
保
存
・
伝

承
す
る
事
業
。
地
域
の
安
心
・
安

全
の
た
め
の
事
業
な
ど

■
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
で
上
限
10
万
円
。

■
募
集
団
体　

①
行
政
区
②
町
内

に
お
い
て
組
織
さ
れ
た
団
体
（
役

員
や
規
約
等
が
あ
る
こ
と
）

■
応
募
方
法　

①
事
業
実
施
計
画

書
②
団
体
概
要
調
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
総
務
課
ま
で
提
出
。

（
様
式
は
総
務
課
ま
た
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ど
う
ぞ
）

■
締
切　

12
月
26
日
（
金
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
３

住宅延べ
面積

浄化槽の
大きさ 限度額 残り

設置数
130 ㎡以下 ５人槽 352 千円 １ 基

130 ㎡ 超 ６～７人槽 441 千円 ７ 基

2 世帯住宅 ８～ 10 人槽 588 千円 １ 基



特定非営利活動法人
双松福祉会（階上小学校近く）

お問い合せは
☎88-1461

グループホーム
わらびえん

デイサービスセンター
がぎゅうえん

苑

苑
臥牛苑の年末年始のお休み

臥牛苑居宅介護支援事業所

12月31日㈬から1月2日㈮までの
３日間は休ませていただきます。

介護のことなら

利用者募集中利用者募集中

２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
？

①
原
則
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
年

金
を
選
択
し
ま
す
。（
も
う
一
方

の
年
金
は
支
給
停
止
と
な
り
ま

す
。）

②
「
年
金
受
給
選
択
申
出
書
」
を

提
出
く
だ
さ
い
。

　

ご
本
人
に
と
っ
て
有
利
と
な
る

年
金
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
必
要
な
書
類
で
す
。
提
出
が
遅

れ
た
場
合
、
一
方
の
年
金
の
支
給

停
止
処
理
が
遅
れ
、
年
金
の
過
払

い
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
は
、
早
め
に
「
年
金
受
給
選

択
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

※
年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
は
例

外
も
あ
り
ま
す
。

電
話
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内

を
し
て
い
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
の
未
納
者
に
対
し
て
行
う

電
話
に
よ
る
納
付
督
励
業
務
に
つ

い
て
、
民
間
委
託
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

①
民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個
人

情
報

　

納
付
督
励
を
行
う
上
で
必
要
と

な
る
未
納
者
情
報
に
限
定
し
て
お

り
、
さ
ら
に
取
り
扱
い
事
業
者
に

対
し
て
は
、
目
的
外
使
用
や
閲
覧
、

漏
洩
、
複
写
等
を
禁
ず
る
な
ど
厳

格
な
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い

ま
す
。

②
自
宅
訪
問
も
し
て
い
ま
す

　

電
話
に
よ
る
納
付
案
内
の
ほ
か

に
、
ご
自
宅
へ
訪
問
し
制
度
の
説

明
や
納
付
の
ご
案
内
も
行
っ
て
い

ま
す
。
訪
問
の
際
は
、
社
会
保
険

庁
発
行
の
「
納
付
督
励
員
証
明

書
」
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
。

◆
青
森
県
の
委
託
事
業
者

　

㈱
ト
ラ
イ
ア
イ
（
本
社
東
京
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

八
戸
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　

☎
（
４
３
）
７
３
６
９

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

町
営
榊
山
団
地

広報はしかみ　2008・12 12

年
金
だ
よ
り

（広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告）

募
集
締
切

12
月
26
日（
金
）

町
営
榊
山
団
地

■
所
在
地　

道
仏
字
榊
山
９
の
95

■
募
集
戸
数　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

■
規
格　

洋
室
１
（
６
畳
）、
洋

室
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
10
畳
）、
水
洗
ト
イ

レ
、
風
呂
、
洗
面
脱
衣
室
、
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
使
用
（
台
所
、
風
呂
）、

灯
油
使
用
（
Ｆ
Ｆ
式
ス
ト
ー
ブ
対

応
）
※
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

室
内
灯
は
個
人
持
込

■
家
賃　

前
年
度
所
得
金
額
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。

■
駐
車
場　

有　

月
額
千
円
／
１
台

■
そ
の
他　

敷
金
（
決
定
家
賃
の

３
か
月
分
）、
汚
水
処
理
費
（
水

道
使
用
料
金
×
０
・
６
４
）

・
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
方
（
申
込
者
及
び
同
居

者
に
持
家
が
あ
る
方
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
）。

・
税
金
等
の
未
納
の
な
い
方
。

・
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
方
。

・
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て
い

る
寡
婦
及
び
寡
夫
。

・
生
活
保
護
世
帯
（
単
身
入
居

可
）
ま
た
は
心
身
障
害
者
、
ま
た

は
60
歳
以
上
の
方
。

・
そ
の
他
低
額
所
得
者
で
速
や
か

に
町
営
住
宅
に
入
居
を
必
要
と
し

て
い
る　

等
。

■
必
要
書
類

・
町
営
住
宅
申
込
書

・
所
得
を
証
明
す
る
書
類

・
納
税
証
明
書

・
入
居
希
望
者
全
員
の
住
民
票

・
連
帯
保
証
人
予
定
者
届
出
書

（
２
名
必
要
）

※
申
込
書
類
は
産
業
建
設
課
土
木

建
設
グ
ル
ー
プ
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

階
上
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
基
準
に
基
づ
き
入
居
者
を

決
定
し
ま
す
。
申
込
者
が
複
数

あ
っ
た
場
合
は
、
書
類
選
考
ま
た

は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
可
能
日　

１
月
上
旬
頃

【
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
建
設
課
土
木
建
設
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
８

団
地
詳
細

入居者
募　集

入
居
資
格

申
込
・
選
考
方
法

（広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告）



☆平成 20 年県内の交通事故発生状況☆　青森県交通対策協議会

死
者
の
状
態

飲酒運転による死者 8　人

（−1）

高齢者の死者
〜65歳以上の人〜

30　人

（−14）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者 22　人

（−13）

非着用死者 13　人

（±0）

着用していれば
助かったと思われる人

7　人

（＋3）

10月中 年累計

発
生

528　
件

（−152）
5,181

件

（−414）

死
者

5　　
人

（±0）
56

人

（−20）

傷
者

677　
人

（−145）
6,470

人

（−618）

戒
し
ま
し
ょ
う
。

■
振
り
込
め
詐
欺
対
策

・
電
話
で
お
金
を
振
り
込
め
、
ま

た
は
還
付
金
が
あ
る
と
言
わ
れ
た

ら
振
り
込
め
詐
欺
を
疑
う
。
い
っ

た
ん
電
話
を
切
り
、
必
ず
家
族
や

知
人
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
警
察
安
全
相
談
電
話

　
　
　
　
　
　
　

☎
♯
９
１
１
０

交 番 情 報
事件は 110番
階上交番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

消 防 情 報
火事は 119番
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

☆平成 20 年階上町交通事故発生状況☆

10月31日現在 前年同期比増減

発生件数 30 − 16

死　　者 0 − 2

傷 者 数 39 − 12

　　死亡事故ゼロ連続日数 427 日

※（　）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

■
侵
入
犯
罪
対
策

・
外
出
す
る
時
は
確
実
に
施
錠
し

ま
し
ょ
う
。

■
街
頭
犯
罪
対
策

・
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗

　

短
時
間
で
も
車
両
か
ら
離
れ
る

際
は
、
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
上
ね
ら
い　

駐
車
の
際
は

窓
を
閉
め
ド
ア
ロ
ッ
ク
！
車
内
に

バ
ッ
グ
や
貴
重
品
等
を
置
い
た
ま

ま
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ひ
っ
た
く
り　

バ
ッ
グ
等
は
車

道
と
反
対
側
に
持
ち
、
周
囲
を
警

年
末
年
始
の
犯
罪
・
事
故
を
防
止
し
よ
う

　

火
災
が
多
発
す
る
季
節
を
迎
え

て
い
ま
す
。
全
国
で
は
年
間
５
万

件
を
超
え
る
火
災
が
発
生
し
、
そ

の
半
数
以
上
が
建
物
火
災
で
占
め

て
い
ま
す
。

　

わ
が
家
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い

た
め
に
次
の
事
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
た
ば
こ
】

①
布
団
の
中
や
ベ
ッ
ド
の
上
で
は

絶
対
吸
わ
な
い
。

②
吸
殻
は
こ
ま
め
に
捨
て
る
。

③
燃
え
や
す
い
物
の
そ
ば
で
は
吸

わ
な
い
。

④
灰
皿
に
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を

放
置
し
な
い
。

⑤
吸
い
終
わ
っ
た
ら
キ
チ
ン
と
火

が
消
え
て
い
る
か
確
認
す
る
。

⑥
灰
皿
に
は
い
つ
も
水
を
入
れ
て

お
く
。

【
ス
ト
ー
ブ
】

①
カ
ー
テ
ン
や
家
具
な
ど
燃
え
や

す
い
物
の
近
く
に
ス
ト
ー
ブ
を
置

か
な
い
。

②
洗
濯
物
は
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
干

し
た
り
、
近
く
で
乾
か
し
た
り
し

な
い
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
ス
プ
レ
ー

缶
は
絶
対
置
か
な
い
。

④
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
際

は
、
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

⑤
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
な

い
。

⑥
暖
房
シ
ー
ズ
ン
の
前
に
は
点
検

整
備
を
行
う
。

【
コ
ン
ロ
】

①
コ
ン
ロ
の
上
に
ふ
き
ん
な
ど
を

干
さ
な
い
。

②
コ
ン
ロ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

物
は
置
か
な
い
。

③
使
用
中
は
絶
対
に
そ
ば
を
離
れ

な
い
。

④
壁
か
ら
話
し
て
設
置
す
る
。

【
電
気
器
具
】

広報はしかみ　2008・1213

①
冷
蔵
庫
の
後
ろ
な
ど
普
段
隠
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
掃
除
す
る
。

②
タ
コ
足
配
線
は
絶
対
に
し
な
い
。

③
普
段
使
用
し
な
い
電
気
製
品
の

コ
ン
セ
ン
ト
は
抜
い
て
お
く
。

④
電
気
製
品
の
コ
ー
ド
を
束
ね
た

ま
ま
使
用
し
な
い
。

⑤
電
気
コ
ー
ド
が
家
具
や
じ
ゅ
う

た
ん
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。

３時点灯
まもるくん

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
大
切
な
家
族
を
火

災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

わ
が
家
の
防
火
対
策



1　　月
1 木 元旦

燃やせるごみ収集（東部地区）は休み

2 金 燃やせるごみ収集（蒼前西地区）は休み

3 土

4 日

5 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

新年互礼会（（ハートフルプラザ13:30）

6 火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

7 水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・ダンボール収集日（全地区）

8 木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

9 金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

10土

11日 階上町消防団出初式（役場裏駐車場 10:00）

階上町成人式（ハートフルプラザ13:30）

剣道クラブ（中央体育館 10:00 ～ 12:00）

12月 成人の日

燃やせないごみ収集は休み

13火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

14水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

15木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

粗大ごみ収集日（中央・西部地区）

第３学期始業式（全小中学校）

広報カレンダー　12月16日㈫〜1月15日㈭
12　　月

16火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

粗大ごみ収集日（東部地区）

合同相談（ハートフルプラザ　13:00 ～ 15:00）

教育相談（ハートフルプラザ小会議室　13:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

17水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・ダンボール収集日（全地区）

18木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

粗大ごみ収集日（中央・西部地区）

19金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

第2学期終業式（階上・金山沢・大蛇・小舟渡小）

20土

21日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

22月 燃やせないごみ収集日（全地区）

第２学期終業式（石鉢小・赤保内小・登切小・道仏
小、階上中・道仏中）

23火 天皇誕生日

中央・西部地区の燃やせるごみ収集は翌日（24日）となります

冬のおはなし会（ハートフルプラザ　13:00～15:00）

24水 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）

25木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

町・県民税（普通徴収）第４期納期限

国民健康保険税、介護保険料（普通徴収）、後期高
齢者医療保険料（普通徴収）第５期納期限

26金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

27土

28日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

29月 燃やせないごみ収集日（全地区）

30火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

31水 空缶・空ビン・ペットボトル収集（全地区）は休み

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）

年末年始のごみ収集について
12月31日㈬～１月４日㈰まで収集はありません。
１月５日㈪から通常の収集を行います。

11月 1日から！
家電リサイクル料金が変わりました

品　　　目 現行料金 改定料金
ブラウン管式テレビ
　・16 型以上 2,835 円 改定なし
　・15 型以下 2,835 円 1,785 円
冷凍庫・冷蔵庫
　・171 リットル以上 4,830 円 改定なし
　・170 リットル以下 4,830 円 3,780 円
家庭用エアコン 3,150 円 2,625 円
電気洗濯機 2,520 円 改定なし

【問】町民課戸籍住民グループ☎ 88-2119

広報はしかみ　2008・12 14

◎ごみ収集日の地区区分◎

中央・西部地区
石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田代、

晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ吠西

東 部 地 区
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前、

道仏、小舟渡

ごみは、収
・ ・ ・ ・

集日に指定された場所へ

朝８時までに出しましょう。

第5水曜日は、空缶、空ビン、ペッ

トボトルの収集を行います。

改定
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正
部
家　

奨
／
作
・
佐
藤　

明
／
画

〈235〉

有　

谷　
　
　

升さまざまな色が共存し美しい。

ク
サ
ギ
（
く
ま
つ
づ
ら
科
）

天
保
百
姓
一い
っ
き揆
の
群
像
（
三
）

 

道
端
や
林
の
縁
な
ど
に
生
え
る

落
葉
低
木
。
高
さ
一
～
三
メ
ー
ト

ル
、
葉
は
長
い
柄
が
あ
り
対
生
す

る
。
葉
身
は
三
角
状
の
心
形
で
両

面
に
軟
毛
が
あ
り
、
裏
面
脈
上
に

多
い
。
全
体
に
薬
の
よ
う
な
に
お

い
が
あ
る
。

 

花
は
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

枝
先
に
白
色
～
淡
紅
色
の
香
り
の

よ
い
花
を
多
数
つ
け
る
。
花
冠
は

白
色
で
、
基
部
は
筒
状
を
し
て
お

り
、
先
は
細
長
く
五
つ
に
裂
け

る
。
雄
し
べ
、
雌
し
べ
が
長
く
伸

び
美
し
い
。

　

果
実
は
濃
い
瑠
璃
色
に
実
り
、

そ
れ
を
取
り
囲
む
が
く
の
ワ
イ
ン

カ
ラ
ー
が
目
を
引
く
。

 

名
の
と
お
り
「
臭
木
」
で
林
縁

の
雑
木
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ゲ

ハ
の
仲
間
が
花
に
集
ま
る
。

　

久
慈
村
か
ら
出
発
し
た
一
揆
の

主
謀
者
は
、
久
慈
村
八
日
町
の
与よ

惣そ
う

治じ

こ
と
、
久
慈
大だ
い
ぜ
ん膳

を
名
乗
る

人
物
で
し
た
。

　

山
手
通
り
と
も
本
隊
と
も
言
わ

れ
た
こ
の
集
団
の
行
動
を
桑
原
家

文
書
は
次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て

い
ま
す
。

天
保
五
甲
午
正
月
十
一
日
此
度

御
百
姓
共
押
寄
願
出
企
之
発ほ
っ

端た
ん

左
之
通
り

久
慈
御
百
姓
願
出
之
始は
じ
まり

者は　

抑
そ
も
そ
も

稗
三
合
扶ぶ

ち持
よ
り
事こ
と

起お
こ
り

自
八
日
企
尤
九
日
従
昼
七

ツ
時ど
き
ご
ろ頃

、
夜
九
ツ
時
頃
、
大
野

御
日ひ
ば
ら
い
し
ょ
へ

払
所
江
押
込
、
橋
前
出
候

得え

者ば

鯨げ
い

波は

（
と
き
の
声
）
を
揚あ
げ

来き

候
故ゆ
え　

日
払
番
頭
、
替
々
出

迎
出
候
由
、
志し

か

も
力
毛
其
節
ハ
鉄

山
之
番
頭
衆　

壱
ケ
年
之
惣
勘

定
ニ
テ
多
出
居
候
処
、
段
々
久

慈
五
千
石ご
く

之
御
百
姓
、
日
払
所

へ
押
込
、
人
数
凡
都つ

合ご
う

三
千
人

斗ば
か

り
押
込
候
由
、
右
支し
た
く度
呉

候
白
米
弐
拾
九
俵
、
酒
四
尺
弐

本
、
夫そ
れ
は者
不
足
ニ
テ
五
尺
半

分
、
煙
草
、
徒つ

ま
ご
迠ま
で

も
遣
つ
か
わ

し

呉く
れ

候
趣
ニ
御
座
候　

又
々
十
日

ニ
小こ

軽が
る
ま
い米

、
上か
み
だ
て館

引
き
連
れ　

最も

早は
や

八
ツ
時
頃
ニ
も
御
座
候
哉
、

軽か
る

米ま
い

へ
三
千
弐
三
百
人

参
ま
い
り

候
、
其
晩
は
銘
々
家
別
ニ
宿
割

ニ
相
成
居
候
処
、
下
役
、
乙お
と
な名

は
亭
主
と
同
道
ニ
テ
無
と
ど
こ
お
り
な
く滞
引

立
候
様
相
觸ふ
れ

候
ニ
付
、
九
つ
時

頃
よ
り
出
立
仕
候　

雪
中
ニ
テ

市い
ち
の
さ
わ

野
沢
ま
で
参
候
所　

明
七
つ

時
頃
漸よ
う
やく
参
り
翌
十
一
日

直
た
だ
ち

ニ
同
所
村
中
不
の
こ
ら
ず

残
引
キ
連
れ

参
ル
心
得
ニ
御
座
候
処
、
大
風

ニ
テ
同
所
泊と
ま
り
お
り居

候　

十
二
日

天
気
快
晴
相
成
、
嶋
森
江へ

参
り
、

同
所
八
百
石こ
く

不
残
引
キ
連
レ　

是
川
不
残
引
キ
立
テ
、
凡
都
合

七
千
七
八
百
人
出
候
人
数
江へ

是

川
村
ニ
テ
炊た
き
だ
し出
致
候

広報はしかみ　2008・1215



12月25日は

町・県民税（普通徴収）第４期
国民健康保険税、介護保険料（普通徴収）、
後期高齢者医療保険料（普通徴収）第５期

の納期限です。
期限内に納めましょう。

【問】町民課税務グループ ☎ 88-2114

わが町の文化財⑨
階上町指定有形文化財第９号（平成20年3月21日指定）

所在地：階上町　膝を抱える土偶：長 5cm×幅 4cm×厚 3cm
滝端遺跡出土遺物：膝を抱える土偶等

　

滝
端
遺
跡
は
縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
（
約
三
千
年

前
）
に
か
け
て
の
遺
跡
で
、
県
内
で
も
貴
重
な
遺
物
が
発

見
さ
れ
る
遺
跡
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
九
、十
年
の
発
掘
調
査
で
は
、
多
く
の
住
居
跡
や

穴
の
跡
が
発
見
さ
れ
た
ほ
か
、
当
時
の
お
墓
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
お
墓
に
は
、
頭
に
赤
い
粉
を
ふ
り
か
け
た
縄
文

人
骨
が
出
土
し
、
何
か
し
ら
の
埋
葬
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

遺
物
で
は
精
巧
に
作
ら
れ
た
土
器
や
石
器
の
ほ
か
に
、

ビ
ー
ズ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
耳
飾
り
と
い
っ
た
ア
ク
セ
サ

リ
ー
類
、
様
々
な
土
偶
、
石
の
剣
、
水
晶
製
の
矢
じ
り
、

ク
マ
形
石
製
品
と
い
っ
た
祭
祀
に
か
か
わ
る
遺
物
が
多

く
出
土
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
膝
を
抱
え
る
土
偶
は
こ
の

時
期
の
特
徴
的
な
土
偶
で
、
胴
体
部
分
と
頭
部
分
が
差
し

込
み
式
に
な
っ
て
お
り
、
土
偶
製
作
を
研
究
す
る
う
え
で

貴
重
な
史
料
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
縄
文
時
代
後
期
・
晩
期
の
地
層
の
下
か
ら
は
、

県
内
で
も
発
見
例
の
少
な
い
縄
文
時
代
草
創
期
（
約
一
万

年
前
）
の
土
器
と
石
器
が
出
土
し
、
一
躍
県
内
外
で
注
目

を
集
め
る
遺
跡
と
な
り
ま
し
た
。

戸籍の窓　平成 20 年 11 月受付分（敬称略）

人のうごき
世帯数と人口

平成20年12月1日現在（±前月比）
　世帯数　 5,589世帯（− 3）
　総人口　14,843人　（− 2）
　　男　　 7,450人　（− 1）
　　女　　 7,393人　（− 1）

　	 （父の名・母の名）	 （地区名）

久　保　優
ゆう

　聖
せい

（克　憲・　環　）蒼　前

木　村　志
し

　音
おん

（勇　輝・博　子）大　蛇

濱久保　未
み

　羽
う

（亮　一・美　幸）追　越

尾　崎　　夢
ゆめ

　（祐　太・結　衣）耳ケ吠東

佐々木　蒼
あお

　天
い

（嘉　之・友　子）石　鉢

木　村　　翠
みどり

　（　学　・和　世）蒼　前

お誕生おめでとう お悔やみ
　申し上げます

（年齢・地区名）

林　崎　保　男（76・野場中）

中　島　きよの（87・追　越）

古屋敷　と　み（94・野場中）

青　田　　健　（50・野場中）

橋　場　ちよゑ（78・駅　前）

中　村　ミ　ヤ（87・駅　前）

安　是　大　吉（90・　榊　）

中　城　傳次郎（100・晴山沢）

山　下　昭　焏（78・道　仏）

北　澤　フ　ヂ（94・道　仏）

桑　原　せ　の（95・赤保内）

角地山　多智見（79・荒　谷）

広
報
は
し
か
み
12
月
号　

№
５
９
１

発
行
／
階
上
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（住所又は元の本籍）

（二ノ久保　美範（追　　越））　柵　山　知　慧（八 戸 市）

（郷　州　洋　一（石　　鉢））　　鮑　　桂　雲（中　　国）

（櫻　木　幸　博（蒼　　前））　鈴　木　亜沙美（八 戸 市）

前途を
祝福します

編　集　後　記
　11月１日、町民文化祭で「そば
打ち」に挑戦しました。「水回し」
から、こねて一つにまとめるまでの
作業が思いのほか大変（でもこの作
業が一番重要だそうです。）で、通
常は40分程度で仕上げなければい
けない作業を約１時間かかって完
成。太さもいろいろ!?でしたが、自
分で打ったそばは格別の味でした。
　さて、とうとう師走。１年の総ま
とめです。みなさんの2008年はど
んな年でしたか？ 私は、４月から
広報を担当し、取材をとおして「出
会い」の多い１年でした。
　よいお年をお迎えください。
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